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本誌独占！ノーベル賞学者・⼤村智博⼠が激⽩45分「予防はワクチン 
治療はイベルメクチン」〈サンデー毎⽇〉
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最新の注⽬記事

 コロナ患者への治験開始へ

 ノーベル賞学者・⼤村智博⼠が開発したイベル
メクチンは、アフリカの数多の⼈々を病から救っ
てきた。その薬が、新型コロナ治療薬として劇的
な効果を挙げたとの報告が、海外で相次ぐ。⽇本
でも本格的に始まる治験。これまで沈黙を守って
きた⼤村⽒が現在の⼼境を本誌に激⽩した。

「イベルメクチンの新型コロナ患者への治験が、
いよいよ⽇本でも本格的に始動することになりま
した。何より重要なのは、科学的根拠やデータを

提⽰すること。その結果により、皆さんに新型コロナの治療薬となり得るかどうか、判断してもらえ
ればと思います」

 毅然（きぜん）とそう語るのは、２０１５年に栄誉あるノーベル⽣理学・医学賞に輝いた、⼤村智
（さとし）博⼠である。

 新型コロナウイルス感染症の救世主となるか。今、そう熱く注視される薬がある。それが、イベル
メクチンだ。イベルメクチンは、⼤村博⼠が⽶製薬会社のメルク社とともに開発した抗寄⽣⾍薬であ
る。

 この薬は数多（あまた）の⼈々を病から解放し、死の危機から救ってきた。熱帯地⽅のブユに刺さ
れると、回旋⽷状⾍が⼈に寄⽣する。やがて寄⽣⾍が体内で増殖すればオンコセルカ症を発症し、失
明する危険がある。⾜がまるで象のように⼤きく膨れ上がるリンパ系フィラリア症（象⽪病）にも罹
患（りかん）する。

 １９８７年から使⽤されてきたイベルメクチンは、これらの重篤な病気の治療における特効薬とな
った。アフリカなどで病に苦しむ多くの⼈々を救った薬を開発した功績により、⼤村博⼠はノーベル
賞を受賞したのである。

 そのイベルメクチンが、新型コロナの感染者数も、死亡者数も劇的に減らす効果がある――そんな
臨床試験の結果が実は今、世界で続々と発表されている。

 そして⽇本でも７⽉１⽇、医薬品メーカーの興和（名古屋市）が北⾥⼤、愛知医科⼤、東京都医師
会との協⼒のもと臨床試験を⾏うとのニュースが報じられた。それを機に、⼤村博⼠が現在の⼼境
を、本誌に語ってくれた。今まで⾃ら話すと影響⼒が⼤きすぎるなどの懸念から取材を避けてきたと
思われる⼤村博⼠が、本誌に激⽩すること４５分――。

⼤村智⽒
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「イベルメクチンは本来は、抗寄⽣⾍薬です。それが新型コロナの治療薬として承認されるには、臨
床試験を⾏う必要があります。そのため北⾥⼤では花⽊秀明教授たちが中⼼となり、特別編成のチー
ムを作って昨年から治験を⾏ってきたのです。若い研究者たちはみな真⾯⽬で、正義感に溢（あふ）
れています。でも治験を専⾨的にやってきたわけではないので⼈⼿が⾜りず、募⾦を受けていたもの
の資⾦も不⾜状態に陥りました。

 そこで以前からともに仕事をしていた興和に相談したところ、新型コロナ感染症の治療に少しでも
貢献したい、国⺠の命を守ることが製薬会社の使命だと、引き受けてくれたのです」

 ⼤村博⼠は、経緯をそう説明する。この臨床試験は年内に終わる予定であり、その後は厚⽣労働省
に承認申請をし、順調にいけば１年ほどで認可が下りることになる。実は他国では、すでに途上国を
中⼼に約８０件もの臨床試験が報告されている。

 初期治療で７６％の症状が改善

 ⽶国の救急救命医学領域の医師らによって結成されたＦＬＣＣＣは、世界各国のイベルメクチンの
臨床試験を調査・解析する団体だ。その結果「イベルメクチンは新型コロナに有効」として使⽤を推
奨してきた。

 ＦＬＣＣＣが多くの臨床試験をメタ解析（※）したところ、イベルメクチンを予防として投与すれ
ば８５％、初期治療で７６％、後期治療で４６％に効果があった。致死率の改善も７０％に上ったの
だ（６⽉２１⽇現在）。

 またイギリスの医師や研究者などで構成されるＢＩＲＤも、イベルメクチンの使⽤により新型コロ
ナに感染するリスクが９０％以上、死亡率は６８〜９１％減少すると結論づけている。

 こういった報告を受けて、まずイベルメクチンは発展途上国から使⽤が始まった。パンデミックを
何とか収束させたいとの⼀⼼で、政府や⾃治体が他の治療薬と⽐べ格段に薬価の安いイベルメクチン
を投与したのだ。

「今まで約２５カ国の政府や⾃治体が使⽤を認めて投与した後、多くの⼈の症状が改善したとの結果
がはっきり数字として出ています。今年の４⽉頃から感染爆発が起きたインドでは、いくつかの州政
府は独⾃に治療基準を改訂し、イベルメクチンの使⽤を始めて効果を挙げました。その他にもチェコ
やスロバキア、ペルーやメキシコなども治療を採⽤しています」（⼤村⽒）

 現在、イベルメクチンの作⽤機序には⼤きく三つあると考えられる。①ウイルスの表⾯にあるスパ
イクタンパクにイベルメクチンが結合して体内にあるＡＣＥ２レセプターとの結合を阻害し、細胞に
侵⼊するのを防ぐ②ウイルスは⼀本の鎖状のタンパク質を形成するが、メインプロテアーゼがそれを
阻害。またウイルスタンパクを核内に運ぶインポーチンなどに結合して、ウイルスの増殖を防ぐ③免
役調整をして炎症、免疫の暴⾛によるサイトカインストームを抑え、重症化を防ぐ。そのうえ、副作
⽤が少ないのも⼤きな魅⼒だ。

「イベルメクチンは、今までアフリカなどを中⼼に３７億回も使われてきましたが、副作⽤はほとん
ど報告されていません。なぜ副作⽤が起きないかといえば、服⽤量が少ないからです。⼀般的な抗⽣
物質は、１回約２００㍉㌘の錠剤をたとえば朝と夜の１⽇２回、数⽇にわたり飲むよう指⽰されま
す。現在、イベルメクチンは疥癬（かいせん）の治療にも使われていますが、標準体形の成⼈なら１
２㍉㌘をたった１度飲めばいいだけなのです。どんな薬でも、量を多く飲めば肝臓などの負担にな
り、副作⽤が出やすくなります」

 イベルメクチンは、現在⽇本でも、すでに⼀部の病院で新型コロナの治療薬として使われているの
を知っているだろうか。２０２０年５⽉、厚労省の「新型コロナウイルス感染症 診療の⼿引き（第
２版）」には、「新型コロナへの適応外使⽤を認める」とある。ただし適応外使⽤だと、副作⽤が出
た時に国の救済対象にならない可能性がある。
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 だがそれも、菅義偉⾸相や厚労省がこの⾮常事態を乗り切るために「イベルメクチンを新型コロナ
治療薬として認める」と特例承認すれば、国⺠は補償のもと使⽤可能となるのだ。

「イベルメクチンを新型コロナの治療に使える事実を知らない医師も多いと聞きました。特例承認を
望む声もありますが、⽇本政府はまったく動く気配はない。⽇本の政府は、たとえ⽯橋を叩（たた）
いても渡るかどうかを考え続けるような体質ですから、決断はできないでしょうね。本来であれば⽇
本が世界に先駆けて実施し、突破⼝になってもいいはずなんです。でも、⽇本はそういう政治はでき
ない。

 政府は、ワクチン⾏政も完全に失敗しましたよね。ワクチンを準備するというのは国家としては安
全保障上の問題であって、兵器や戦闘機を⽤意しておくのと同じなんですよ。いざという時にワクチ
ンを⾃国で、短時間で作れる態勢を整えておくべきだったのに、それもやりませんでした。

 そのうえオリンピックに向けて、国⺠にただ⾃宅待機だけを求める。国⺠を家に閉じ込めるだけの
政治は、無策としかいいようがありません。本来の政治の役割とは、何が国⺠のためになるかを判断
することなのではないでしょうか」

 政府は東京都に４回⽬の緊急事態宣⾔を来⽉２２⽇まで出した。東京オリンピックの開催と引き換
えに、「不要不急の外出をするな」と、そう求め続けている。

 「証拠が不確か」のＷＨＯに反論

 ⼀⽅で、イベルメクチンが新型コロナ感染症に対して効果がないと主張する⼈たちもいる。その理
由の⼀つは、世界保健機関（ＷＨＯ）がイベルメクチンについて否定的な⽴場を貫いていることだ。
ＷＨＯは「証拠が⾮常に不確実」「いかなる患者にも使⽤すべきではない」との声明を発表してい
る。製薬会社や⼤学による数千⼈単位の⼤規模な臨床試験がまだ実施されていないからだという。し
かし⼤村博⼠は冷静にこう答える。

「現在、公表されている治験の結果は、患者にイベルメクチンを投与した医療現場の臨床をもとにし
たものがほとんどです。だから、⼀つ⼀つの治験の対象⼈数が少ないのは確かです。でも、それを全
体として⾒れば、すでに相当数の⼈に治験が⾏われていることになる。

 そのうえ有能かつ経験豊富なＦＬＣＣＣやＢＩＲＤの医師たちが、臨床試験を科学的にメタ解析し
た結果、効果があると明⾔したのです。それでもＷＨＯは認めない、というわけです」

 そこにはＷＨＯの〝汚染体質〟が絡んでいると指摘する声もある。

「ＮＹタイムズの看板ジャーナリストに、マイケル・カプーゾという⼈がいます。ピュリツァー賞候
補に何度もなった優秀な記者ですが、その記事にはこうあります。〝ＷＨＯは⼤⼿の製薬会社などか
ら寄付をもらっている。だからＷＨＯは公⽴ではなく私設と⾔い換えたほうがいい〟と。

 ⼤⼿製薬会社は今、イベルメクチンに代わる治療薬を必死に開発しています。それで特許を取り、
利益を上げようとしているからイベルメクチンの有効性を認めるわけにはいかない。彼の記事は様々
なデータを丹念に解読して書かれていて、これぞジャーナリズムの真髄だと、そう感じました。

 そのＷＨＯは５⽉、インド弁護⼠会から警告書を通知されています。ＷＨＯの指針に従い、インド
でイベルメクチンの投与をしなかった州の感染者が、劇的に増えたからです」

 イベルメクチンの有効性についての情報を故意に抑圧し、使⽤を拒否させるような情報を流布する
組織的活動をしているとして、インド弁護⼠会はＷＨＯに警告。刑事訴追も辞さないとの強いメッセ
ージを発している。

「そのＷＨＯについての私の感想は、板挟みになって気の毒だな、という感じでしょうか。私は今ま
で研究者として⽣きる中で明るい光の部分しか⾒てこなかった。でも今回、世の中には影もまた存在
するのだということを、この記事を読んで初めて知りました」



 そして⾔葉をこう続けた。

「イベルメクチンに関してはもう科学の問題ではなく、政治の問題になってしまっているのです」

 真理は必ずやいつか明らかになる

 現在、懸念されるのはイベルメクチンが効くとＳＮＳなどで情報を得た⼈が海外サイトで個⼈輸⼊
し、何としても⼿に⼊れようとしたり、勝⼿に服⽤しようとすることだ。それも「政府から正しい情
報が国⺠にもたらされない、マスコミから正しい報道がされないことがこのような状況を⽣んでい
る」と⼤村博⼠は嘆く。

「私は別にイベルメクチンで商売をしたいわけでも、やみくもに早く⽇本で治験を終えて承認してほ
しいと⾔っているわけでもありません。ただ、何が本当に正しいかを⾒極めてほしいと願っているだ
けなのです」

 さらに今後の新型コロナ感染症対策は、ワクチンと治療薬の両⽅を、国⺠にいかに適切に、必要な
分だけ投与できるかが鍵だと話す。

「予防はワクチン、そして感染したらイベルメクチンなどの治療薬を使う。その両輪があって、初め
てこの感染症に⽴ち向かうことができるのです」

 最後に⼤村博⼠は、「⾄誠天に通ず」という⾃⾝が最も好きだという中国の儒学者・孟⼦の⾔葉と
ともに、話をこう締めくくった。

「『⾄誠天に通ず』の意味は、真理は必ずや⾵説に耐え得る、真理がやがて明らかになり、うそは負
けるということ。その信念を持ちながら私はサイエンティストの⽴場から、今回のことも⾒守りたい
と思っています。

 私は医師ではないから、現場で新型コロナの治療もできない。そういう意味では、ただのしがない
化学者です。でも研究により⼈々の役に⽴ちたいとの⼀⼼で５２２種の新規天然物を⾒つけ、うち２
８種が医薬や動物薬、農薬や研究⽤試験として市販されました。イベルメクチンの元であるアベルメ
クチンもその⼀つです。

 やはり私の好きな⾔葉に、『⼀期⼀会』もあります。研究所の若い化学者たちは努⼒家が多く、今
回の治験でも本当に根気よく頑張ってくれている。何事も懸命にやれば、いつかは必ず実るもの。私
のような⼀介の化学者が現在のような評価をいただけたのも、すべては彼らの尽⼒のお陰なのです。

 スウェーデンのストックホルムで⾏われたノーベル賞授賞式の時も、私は⾃分のスライドの最後に
この『⼀期⼀会』の⾔葉を出しました。⼈と⼈の繋（つな）がりを⼤切にし、他⼈から知恵をいただ
き、そしてともに協⼒していく。これからも、研究者としてその姿勢を貫き続けていきたいと思いま
す」

 次週は多様な意⾒を取り⼊れつつ、イベルメクチンへの考察をより深めたい。（本誌・⿃海美奈
⼦）

 ※複数の研究結果を統合してより⾼い⾒地から分析する、またそのための⼿法や統計解析のこと。

 おおむら・さとし

 化学者。北⾥⼤学特別栄誉教授。１９３５年７⽉１２⽇、⼭梨県韮崎市⽣まれ。微⽣物の⽣産する
天然有機化合物の研究が専⾨。発掘した化合物の⼀つイベルメクチンはオンコセルカ症やフィラリア
など寄⽣⾍感染症を予防・治療する特効薬となった。その業績が評価され、２０１５年、ノーベル⽣
理学・医学賞を受賞



インタビュー

2021年の経営者

顔認証では誰にも負けない、５Ｇ
でも勝ちに⾏く 森⽥隆之ＮＥＣ
社⻑ 無料記事

挑戦者2021

稲⽥⼤輔 atama plus（アタ
マプラス）代表取締役 AIで基
礎学⼒の習得を⽀援 無料記事

ワイドインタビュー問答有⽤

世界最⼤級の規模に成⻑した新潟
「⼤地の芸術祭」の思想とは 北
川フラムさんインタビュー＝内⽥
誠吾

 ７⽉13⽇発売の「サンデー毎⽇７⽉25⽇
号」は、ほかにも「ワクチン政変『菅⾸相再
起できず』」「変異株に負けない⾷事術・前
編 重症化防ぐ『昔ながらの和⾷』」などの
記事も掲載しています。

関連記事

：2021年⼤学⼊試：全国87進学校 海外名⾨⼤
合格実績 広尾学園、都⽴国際、沖縄尚学、⽴命
館宇治…〈サンデー毎⽇〉

：東京五輪 菅、⼩池も⽌められぬバッハ“戒厳
令”下の「五輪やれ」〈サンデー毎⽇〉

：新型コロナ 打ち⼿不⾜のワクチン現場＝鈴⽊
隆祐〈サンデー毎⽇〉

：スクープ ⽥園調布住⺠「リニア差し⽌めて」
ＪＲ東海を提訴へ＝樫⽥秀樹〈サンデー毎⽇〉

：塩崎恭久（70）引退に⾒る科学軽視の⽇本政治
の貧困＝鈴⽊哲夫〈サンデー毎⽇〉「サンデー毎⽇７⽉25⽇号」表紙

https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/003000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/076000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/009000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210712/se1/00m/020/001000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210708/se1/00m/020/001000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210705/se1/00m/020/002000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210705/se1/00m/020/001000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210628/se1/00m/020/001000d


利⽤規約 著作権 毎⽇ＩＤプライバシーポリシー 広告について 特定商取引に基づく表⽰ お問い合わせ

Copyright Mainichi Shimbun Publishing Inc.All rights reserved. 
掲載の記事・写真・図表などの無断転載を禁⽌します。著作権は毎⽇新聞出版またはその情報提供者に属します。

注⽬コンテンツ

 全国250⼤学実就職率ランキン
グ 京⼤、北⼤、東北…

 

 下期世界経済総予測:ホテル・飲
⾷業の出店再開も「K…

 

 ワクチンは副反応が怖いけど...
イギリスで接種した…

 下期世界経済総予測:⽶国国⽴研
究機関研究員 峰宗太…

 

 闘論席:ワクチン接種で重篤な副
反応 「医は仁術」は…

 

 地銀ランキング:コロナで勝った
負けた 地銀ランキ…

powered by 

https://weekly-economist.mainichi.jp/info/kiyaku/
http://mainichibooks.com/about_copyright/
https://mainichi.jp/info/etc/privacy2.html
https://mainichi.jp/advertising/
https://mainichi.jp/info/kiyaku/mid/tokutei.html
https://form.run/@mainichi-economist-inquiry
https://mainichibooks.com/
https://mainichi.jp/
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210802/se1/00m/020/001000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/068000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210218/se1/00m/020/002000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/072000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/002000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210629/se1/00m/020/058000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210802/se1/00m/020/001000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/068000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210218/se1/00m/020/002000d
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/072000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210817/se1/00m/020/002000c
https://weekly-economist.mainichi.jp/articles/20210629/se1/00m/020/058000c

